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新潟県東部産業団地は、日本海側唯一の中核国際港湾新潟港や新潟空港を活用し、南

東北への玄関口となる新たな中核的産業団地として、新潟県が平成６年度から開発を進

め、平成１５年度に造成を完了しています。

●土地利用計画

総 面 積 工場・業務用地 センター施設 公園・緑地 道路・水路 調整池等

126.5ha 100.0ha 0.8ha 6.4ha 13.9ha 5.4.ha

●用途地域・建ぺい率・容積率について

用途地域は工業地域又は準工業地域です。

建ぺい率は60％、容積率は200％です。防火地域、準防火地域、土砂災害警戒区域、

津波災害警戒区域の指定はありません。

●道路からの乗り入れについて

車両乗入口の設置は原則として１施設１か所、その幅員の上限は下表のとおりとな

っています。

なお、幅員以外にも設置位置、構造等の様々な基準がありますので、詳しくは道路

管理者にご相談ください。

◇乗入口の幅員区分（県道・市道共通）

種別 車 種 道 路 側 工場用地側

Ⅰ種
自家用の乗用自動車、最大積載量2.0ｔ以下

6ｍ 4ｍの貨物自動車の乗り入れをする場合

Ⅱ種 Ⅰ及びⅢ以外 10ｍ 8ｍ

Ⅲ種
最大積載量6.5ｔ以上の貨物自動車の乗り入

14ｍ 12ｍ
れをする場合

【お問い合わせ先】

県道については

新潟県 新発田地域振興局 地域整備部 庶務課 行政係
〒９５７－８５１１ 新発田市豊町３－３－２ TEL.（０２５４）２６－９１９６

市道については

阿賀野市 産業建設部 建設課 庶務係
〒９５９－２０９２ 阿賀野市岡山町１０－１５ TEL.（０２５０）６１－２４８０

概 要 （新潟県東部産業団地）
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土地利用計画図

《参考》道路標準断面

南北幹線道路 W＝17.5m 東西幹線道路 W＝17m 補助幹線道路、区画道路(1,2) W＝16m

[歩道3m、植樹1m、停車帯1.5m、車道3.25m] [歩道3m、植樹1m、停車帯1.5m、車道3m] [歩道2.5m、植樹1m、停車帯1.5m、車道3m]

概 要 （新潟県東部産業団地）
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概 要 （新潟県東部産業団地）

都市計画図

●建築物の用途制限の概要

団地内では用途地域により以下のような建築物は建てられません。

用途地域 建築できないもの

準工業地域 ・危険性が大きいか又は著しく環境を悪化させる恐れがある工場

・火薬、石油類、ガスなどの危険物の貯蔵・処理の量が多い施設

・風俗施設（個室付浴場等）

工業地域 ・店舗等（当該用途に供する部分の床面積合計が10,000㎡を超えるもの）

・カラオケボックス等（同上）

・パチンコ屋、馬券・車券発売所等（同上）

・ホテル、旅館

・劇場、映画館等

・風俗施設（キャバレー、ダンスホール等）

・幼稚園、学校、病院

●景観法による届出の概要

団地内では、景観法の規定により一定規模を超える建築行為（新築等で建築・築造面積

1,000㎡超、又は高さ15ｍ超 など）を行う場合は、あらかじめ県への届出が必要です。

原則として、県が届出を受理した日から30日を経過した後でなければ着手できません。

【お問い合わせ先】 （用途地域による建築制限）
阿賀野市 産業建設部 建設課 都市計画建築係
〒９５９－２０９２ 阿賀野市岡山町１０－１５ TEL.（０２５０）６１－２４８０

【お問い合わせ先】 （景観法による届出）
新潟県 土木部都市局 都市政策課 広域都市政策班
〒９５０－８５７０ 新潟市中央区新光町４－１ TEL.（０２５）２８０－５４２８

工業地域

準工業地域

白地地域
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上水は、道路に敷設してある本管から分岐し、敷地境界まで設置してある引込管から

供給されます。

●事 業 主 体：阿賀野市

●計画給水量：３，０００‰／日

●工事費負担金：引込管からの工事に要する費用は企業負担となります。

●水道料金

メーター器の口径に応じた準備料金と、１か月の使用水量区分に応じて計算した水

量料金との合計になります。

◆料 金 表

口 径
準備料金 水量料金

（1か月につき） （１か月につき）

13㎜ ７００円

20㎜ １,７００円 1‰から10‰まで 1‰につき 110円

25㎜ ２,６００円 11‰から30‰まで 1‰につき 140円

40㎜ ９,３００円 31‰から50‰まで 1‰につき 145円

50㎜ １３,５００円 51‰から300‰まで 1‰につき 150円

75㎜ ３３,８００円 301‰以上 1‰につき 160円

100㎜ ６０,０００円

150㎜ １２７,０００円

（注）：上記料金に消費税10％が加算されます。

◇阿賀野市誘致企業に対する助成金
阿賀野市企業誘致条例の指定を受けた企業(※参照Ｐ５)には次の助成金が５年間適用

されます。

◆水量料金に対する助成

口 径
月間最低 助成金額

適用
使用水量 年数

50㎜ 1,000‰
準備料金の50%の額

(13,500円×50%＝6,750円)

75㎜ 2,000‰
準備料金の50%の額

(33,800円×50%＝16,900円) ５年

100㎜ 5,000‰
準備料金の50%の額

(60,000円×50%＝30,000円)

150㎜ 5,000‰
準備料金の50%の額

(127,000円×50%＝63,500円)
（注）：最低使用水量を下回った月は対象外ですが、年間平均で上回れば対象になります。

●水道加入金の免除

水道加入金は接続口径にかかわらず全額免除となります。

接続口径 50mm 75mm 100mm 150mm
免除額(税込) 495,000円 1,100,000円 1,980,000円 管理者が別に定める額

上水道 （新潟県東部産業団地）
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上水道管敷設図

※阿賀野市企業誘致条例の指定を受けた企業

○法定の企業･･「地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する

法律」第13条第４項の規定により承認された地域経済牽引事業に従っ

た事業のための施設を設置した企業

※土地、家屋及び償却資産の取得価格の合計額が3,000万円を超えるもの

○準ずる企業･･法定の企業に準ずると認めた工場等を設置した企業

※土地、家屋及び償却資産の取得価格の合計額が3,000万円を超えるもの

【お問い合わせ先】

阿賀野市 産業建設部 上下水道局 維持係
〒９５９－２０２４ 阿賀野市中島町７－20 TEL.（０２５０）６２－２６８４

上水道 （新潟県東部産業団地）
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１ 汚水の排出方法
団地内は全域が阿賀野市公共下水道処理区域となっています。

各事業所からの工場排水、雑排水等は、関係法令等に定める排水基準内の値まで浄化

処理後、敷地境界付近に設置してある公共汚水桝に排出していただきます。

これらの排水は自然流下で横峰中継ポンプ場に集まり、そこからポンプ圧送により約

３㎞南方の安田浄化センターへ送られ処理されます。

●下水道料金

１か月の汚水の排除量に応じて、それぞれ料金表の該当する基本料金及び使用料金

により計算した金額の合計になります。

◆料 金 表

区 分 単 位 使用料金

基本料金 汚水の排水量が10‰まで 1,200円

超過料金 汚水の排水量が1１‰～30‰まで 120円

（１‰につき） 汚水の排水量が31‰～80‰まで 130円

汚水の排水量が81‰以上 150円

（注）：上記料金に消費税10％が加算されます。

◆計算例（使用水量35‰の場合）

下水道使用料は次のように計算します。

①10‰まで基本料金 1,200円

②1１‰～30‰まで 120円× ２0‰＝2,400円

③3１‰～35‰まで 130円× 5‰＝650円

④小 計 ①＋②＋③＝4,250円

⑤消費税（円未満切り捨て） 4,250円×１０%＝４２５円
合 計 ④＋⑤＝4,６７５円

◇阿賀野市誘致企業に対する助成金
阿賀野市企業誘致条例に基づく「法定の企業」の指定を受けた企業については、次

の助成金が適用されます。

◆使用水量に対する助成金

・内容

使用水量月間5,０００‰を超える部分に対し、1‰当たり50円を助成金として

交付する。

・限度額及び期間

5年間で1,000万円とする。

イ 下水道受益者負担金の免除（接続口径にかかわらず全額免除）

《参考》

接続口径 上限対象面積 通常の負担金※

50mm 2,500㎡ 1，100，000円

75mm 3,000㎡ 1，300，000円

※受益者負担金＝基本割額(１事業所当り100,000円)＋面積割額(400円／㎡）

排 水 （新潟県東部産業団地）
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汚水排水管敷設図

【お問い合わせ先】

阿賀野市 産業建設部 上下水道局 下水道管理係
〒９５９－２０２４ 阿賀野市中島町７－20 TEL.（０２５０）６２－２８３３

排 水 （新潟県東部産業団地）
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排 水 （新潟県東部産業団地）

２ 雨水の排出方法
都辺田（つべた）川流域の雨水は、道路脇の雨水排水路及び国道290号沿いの団地外排

水路を経て都辺田川に直接放流されます。

小里（おさと）川流域の雨水は、道路脇の雨水排水路を経て洪水調整のための調整池

に流入します。調整池で一定量を超えた水量を調整しながら小里川へ放流します。

雨水排水路敷設図

【お問い合わせ先】

阿賀野市 産業建設部 建設課 維持管理係
〒９５９－２０９２ 阿賀野市岡山町１０－１５ TEL.（０２５０）６１－２４８０
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工場立地法では、工場立地の環境の保全を図りつつ適正に行われるよう、一定規模

以上の工場を新設・増設・変更する場合、生産施設や緑地、環境施設の設置に関して

基準が定められており、届出が必要となります。

●届出対象工場（特定工場）

業種：製造業、電気・ガス・熱供給業者（水力、地熱、太陽光発電所除く）

面積：敷地面積9,000平方メートル以上または建築面積3,000平方メートル以上

届出期限：工事着工の90日前まで

（内容が基準に適合している場合は着工21日前まで短縮が可能です。）

●生産施設面積率、緑地面積率及び環境施設面積率

区 域 生産施設面積率 緑地面積率 環境施設面積率

準工業地域 30～６５％ ※ １０％ １５％

工業地域 30～６５％ ※ ５％ １０％

※生産施設面積率は、業種によって異なります。

なお、生産施設の考え方など、詳細はお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
阿賀野市 産業建設部 商工観光課 商工振興係
〒９５９－２０９２ 阿賀野市岡山町１０－１５ TEL.（０２５０）６１－２４７９

緑地・環境施設 （新潟県東部産業団地）

［生産施設面積率］
生産施設
面積率

第１類

・化学肥料製造業のうちアンモニア製造業及び尿素製造業
・石油精製業
・コークス製造業
・ボイラ・原動機製造業

30%

第２類 ・伸鉄業 40%

第３類
・窯業・土石製品製造業（板ガラス製造業、陶磁器・同関連製品製造業、
 ほうろう鉄器製造業、七宝製品製造業及び人造宝石製造業を除く。）

45%

第４類
・銅管製造業
・電気供給業

50%

第５類
・でんぷん製造業
・冷間ロール成型形鋼製造業

55%

第６類
・石油製品・石炭製品製造業（石油精製業、潤滑油・グリース製造業
 （石油精製業によらないもの）及びコークス製造業を除く。）
・高炉による製鉄業

60%

第７類
・その他の製造業
・ガス供給業
・熱供給業

65%

※太陽光発電については、平成24年６月１日から工場立地法の規制対象外となりました。

※平成27年5月25日、工場立地法に関する準則の改正により、上記表中の一部の業種の面積率が引き上げられました。

業  種  の  区  分
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水質汚濁に関する基準

◎水質汚濁防止法、同法施行令、同法施行規則、排水基準を定める省令

水質汚濁防止法施行令に定める特定施設を設置しようとするときは、原則としてその60日前ま

でに知事（新発田地域振興局長）への届出が必要です。

●有害物質の排水基準（健康項目） （単位：mg/㍑）

有害物質
カドミウム

シアン 有機燐 鉛及び 六価クロム 砒素及び
水銀及びアルキ

アルキル水 ポリ塩化 トリクロロ

の種類
及び

化合物 化合物 その化合物 化合物 その化合物
ル水銀その他の

銀化合物 ビフェニル エチレン
その化合物 水銀化合物

０．０３
１

１ ０．１ ０．５ ０．１ ０．００５
検出されない ０．００３

０．１
許容限度

（０．００３）
（検出され

（－） （０．０１） （０．０５） （０．０１） （０．０００５）
こと（検出さ （検出され

（０．０１）
ないこと） れないこと） ないこと）

有害物質 テトラクロロ ジクロロ 四塩化
１・２－ １・１－ シスー１・２－ １・１・１－ １・１・２－ １・３－

の種類 エチレン メタン 炭素
ジクロロ ジクロロ ジクロロ トリクロロ トリクロロ ジクロロ チウラム

エタン エチレン エチレン エタン エタン プロペン

０．１ ０．２ ０．０２ ０．０４ １ ０．４ ３ ０．０６ ０．０２ ０．０６
許容限度

（０．０１） （０．０２） （０．００２） （０．００４） （０．１） （０．０４） （１） （０．００６） （０．００２） （０．００６）

有害物質 チオベン セレン及び ほう素及び ふっ素及び
1・４－

アンモニア、アンモニウム化合物、

の種類
シマジン

カルブ
ベンゼン

その化合物 その化合物 その化合物
ジオキ

亜硝酸化合物及び硝酸化合物
サン

０．０３ ０．２ ０．１ ０．１ １０ ８
アンモニア性窒素に０．４を乗じたも

許容限度
（０．００３） （０．０２） （０．０１） （０．０１） （１） （０．８）

０．５ の、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の合

（０．０５） 計量100（亜硝酸性窒素及び硝酸性

窒素について10）

（注）（ ）内は、環境基本法に基づく環境省告示による「人の健康の保護に関する環境基準」

●その他の排水基準（生活環境項目）（注１） （単位：mg/㍑）

有害物質
水素 生物化学的 化学的 浮遊 ノルマルヘキサン抽出物質含有量

フェノール 亜鉛 溶解性鉄

の種類
イオン 酸素要求量 酸素要求量 物質量 鉱油類 動植物油脂

類含有量
銅含有量

含有量 含有量
濃度 (BOD)

(注2
(COD)

(注3
（ＳＳ） 含有量 類含有量

５．８
１６０ １６０ ２００

許容限度
～８．６

（日間平均 （日間平均 （日間平均 ５ ３０ ５ ３ ２ １０

１２０） １２０） １５０）

有害物質
溶解性

クロム

の種類
マンガン

含有量
大腸菌群数

含有量

日間平均

許容限度 １０ ２ ３０００

個／ˆ

（注１）１日平均排水量が50‰以上の工場等に係る排出水に適用

（注２）生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）についての排水基準は海域及び湖沼以外の公共用水域に排出される排出水

に限って適用

（注３）化学的酸素要求量（ＣＯＤ）についての排水基準は海域及び湖沼に排出される排出水に限って適用

環境保全 （新潟県東部産業団地）
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◎新潟県生活環境の保全等に関する条例、同条例施行規則

有害物質等を含む汚水又は廃液を排出する施設で、県条例施行規則に定める次の特定施設を設

置しようとするときは、原則としてその60日前までに知事（新発田地域振興局長）への届出が必

要です。

●汚水等に係る特定施設

汚水等に係る特定施設の種類 許 容 限 度

・活性白土製造業の用に供する水ひ施設及び水洗施設

・ほうろう製品（金属素材）の製造の用に供する水洗施設 上記排水基準を定める省令

・水産練製品製造業の用に供する解凍施設、らい潰施設、混合 による排水基準と同等

施設、成型施設及び蒸煮施設（注1）

・そう菜製造業の用に供する調理施設（注２）

（注１）水産練製品製造業その他の業務の用に供する部分の総床面積が750㎡未満の工場等に係るものは除く。

（注2）そう菜製造業その他の業務の用に供する部分の総床面積が500㎡未満の工場等に係るものは除く。

大気汚染に関する基準

◎大気汚染防止法、同法施行令、同法施行規則

大気汚染防止法施行令に定めるばい煙発生施設、揮発性有機化合物(VOC)排出施設、粉じん発

生施設及び水銀排出施設を設置しようとするときは、原則としてその60日前まで（一般粉じん発

生施設は事前）に知事（新発田地域振興局長）への届出が必要です。

●大気汚染に係る施設分類

ばい煙発生施設 ボイラー、廃棄物焼却炉、ガスタービン・ディーゼル機関（非常用を含む）、

ガス機関・ガソリン機関（非常用を含む）等

揮発性有機化合物 工業製品の洗浄施設（乾燥施設を含む。）等

（VOC）排出施設

一般粉じん発生施設 鉱物又は土石の堆積場、コンベア（ベルト/バケット式）等）

特定粉じん発生施設 切断機（石綿を含有する製品の製造の用に供する施設に限る）等

水銀排出施設 廃棄物焼却炉等

●ばい煙発生に係る排出基準

物 質 許容限度 備 考

いおう酸化物 Ｋ値1７.5

ばいじん

有
カドミウム及びその化合物

害
塩素及び塩化水素 法施行規則

物
ふっ素、ふっ化水素及びふっ化珪素 による基準 ふっ素、ふっ化水素及びふっ化珪素につい

質
鉛及びその化合物 ては、県条例による上乗せ基準あり（次項

窒素酸化物 参照）

●粉じんに係る排出基準

特定粉じん（石綿）発生施設に係る敷地境界基準 大気中の石綿の濃度 10本/㍑

一般粉じん発生施設に係る構造・使用・管理基準 法施行規則による基準

環境保全 （新潟県東部産業団地）
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環境保全 （新潟県東部産業団地）

●揮発性有機化合物(VOC)係る排出基準
揮発性有機化合物排出施設 規模要件 排出基準 （単位：ppmC）

㎥揮発性有機化合物を溶剤として使用する化 送風機の送風能力が3,000 / 600

学製品の製造の用に供する乾燥施設 時以上のもの

塗装施設(吹付塗装に限る。) 排風機の排風能力が100,000 自動車の製造の用に供する 既設 700

㎥/時以上のもの もの 新設 400

その他のもの 700

㎥塗装の用に供する乾燥施設(吹付塗装及び電 送風機の送風能力が10,000 木材・木製品(家具を含む。) 1,000

着塗装に係るものを除く。) /時以上のもの の製造の用に供するもの

その他のもの 600

㎥印刷回路用銅張積層板、粘着テープ・粘着 送風機の送風能力が5,000 / 1,400

シート、はく離紙又は包装材料(合成樹脂を 時以上のもの

積層するものに限る。)の製造に係る接着の

用に供する乾燥施設

㎥接着の用に供する乾燥施設(前項に掲げるも 送風機の送風能力が15,000 1,400

の及び木材・木製品(家具を含む。)の製造の /時以上のもの

用に供するものを除く。)

㎥印刷の用に供する乾燥施設(オフセット輪転 送風機の送風能力が7,000 / 400

印刷に係るものに限る。) 時以上のもの

㎥印刷用乾燥施設(グラビア印刷に係るものに 送風機の送風能力が27,000 700

限る。) /時以上のもの

工業製品の洗浄施設(乾燥施設を含む。) 洗浄剤が空気に接する面の面 400

積が5㎡/以上のもの

ガソリン、原油、ナフサその他の温度37.8度にお 容量1,000kℓ以上のもの 60,000

いて蒸気圧が20キロパスカルを超える揮発性有機 (ただし、既設で容量が2,000kℓ未満の

化合物の貯蔵タンク(密閉式及び浮屋根式(内部浮 ものは適用しない。)

屋根式を含む)のものを除く。)

（注）「送風機の送風能力」が規模の指標となっている施設で、送風機がない場合は、排風機の排風能力を規模の

指標とする。

（注）「乾燥施設」は VOCを蒸発させるためのもの、「洗浄施設」は VOCを洗浄剤として用いるものに限る。

（注）「ppmC」とは、排出濃度を示す単位で、炭素換算の容量比百万分率である。

（注）「既設」とは、平成18年4月1日時点で現に設置されている施設（設置の工事が着手されているものを含む）
をいう。

●水銀に係る排出基準

対象施設 水銀排出施設 施設の規模・要件 排出基準(注1)
(μg/Nm³ )

新規施設 既存施設
(注2)

石炭火力発電所 石炭専焼ボイラー ・伝熱面積10㎡以上 8 10
産業用石炭燃焼ボイラ 大型石炭混焼ボイラー ・ﾊﾞｰﾅｰ燃焼能力(重油換算)50ℓ/時以上
ー

小型石炭混焼ボイラー(注3) 10 15
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環境保全 （新潟県東部産業団地）
非鉄金属（銅、鉛、亜 一次施設 銅又は工業金 金属の精錬の用に供する焙焼炉、焼結炉 15 30
鉛及び工業金）製造に （ペレット焼成炉を含む。）及びか焼炉／
用いられる精錬及び焙 金属の精錬の用に供する溶鉱炉（溶鉱用
焼の工程 反射炉を含む。）、転炉及び平炉 :

・原料処理能力１ｔ/時以上

鉛又は亜鉛 金属の精錬の用に供する溶解炉（こしき 30 50
炉を除く）:
・火格子面積1㎡以上
・羽口面断面積0.5㎡以上
・ﾊﾞｰﾅｰ燃焼能力(重油換算)50ℓ/時以上
・変圧器定格容量200kVA以上

二次施設 銅、鉛又は亜鉛 銅、鉛又は亜鉛の精錬の用に供する焙焼 100 400
炉、焼結炉（ペレット焼成炉を含む。）、
溶鉱炉（溶鉱用反射炉を含む。）、転炉、
溶解炉及び乾燥炉 :
・原料処理能力0.5ｔ/時以上
・火格子面積0.5㎡以上
・羽口面断面積0.2㎡以上
・ﾊﾞｰﾅｰ燃焼能力(重油換算)20ℓ/時以上

工業金 鉛の二次精錬の用に供する溶解炉: 30 50
・ﾊﾞｰﾅｰ燃焼能力(重油換算)10ℓ/以上
・変圧器定格容量40KVA以上

亜鉛の回収の用に供する焙焼炉、焼結炉、
溶鉱炉、溶解炉及び乾燥炉 :
・原料処理能力0.5ｔ/時以上

廃棄物の焼却設備 廃棄物焼却炉 ・火格子面積２㎡以上 30 50
（一般廃棄物/産業廃棄物/ ・焼却能力200Kg/時以上
下水汚泥焼却炉）
水銀含有汚泥等の焼却炉等 水銀回収義務付け産業廃棄物(注4)又は水 50 100

銀含有再生資源(注5)を取り扱う施設
（加熱工程を含む施設に限る。）
（施設規模による裾切りはなし。）

セメントクリンカーの セメントの製造の用に供す ・火格子面積1㎡以上 50 80
製造設備 る焼成炉 ・ﾊﾞｰﾅｰ燃焼能力(重油換算)50ℓ/時以上 (注6)

・変圧器定格容量200kVA以上
（注1）既存施設であっても、水銀排出量の増加を伴う大規模な改修(施設規模が5割以上増加する構造変更)をした場合、

新規施設の排出基準が適用されます。

（注2）施行日において現に設置されている施設(設置の工事が着手されているものを含む。)

（注3）バーナーの燃焼能力が重油換算10万ℓ/時未満のもの

（注4) 水銀回収義務付け産業廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令で規定されています。

（注5) 水銀含有再生資源は、水銀による環境の汚染の防止に関する法律で規定されています。

（注6) 原料とする石灰石1㎏中の水銀含有量が0.05mg以上であるものについては、140μg/Nm³です。

◎新潟県生活環境の保全等に関する条例、同条例施行規則

県条例施行規則に定める次の特定施設を設置しようとするときは、原則としてその60日前まで

に知事（新発田地域振興局長）への届出が必要です。
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環境保全 （新潟県東部産業団地）
●ばい煙に係る規制基準

ばい煙に係る特定施設 許容限度
物 質 施設の種類

ばいじん
金属珪素製造 排出ガス量４万‰以上 0.20g/‰
用電気炉 排出ガス量４万‰未満 0.４0g/‰

有害物質
ふっ素、ふっ化水素 石膏製造用焼成炉、加熱炉及び乾燥炉 ３.0mg/‰
及びふっ化珪素 瓦製造用焼成炉（連続窯に限る） ５.0mg/‰

（注）許容限度の数値は、温度が零度であって、圧力が１気圧の状態に換算した排出ガスに含まれる物質の量

●粉じんに係る特定施設の構造等に関する基準

物 質 施設の種類 基 準

ほうろう製品製造用塗料吹付け施設 カドミウムの量が0.2mg/‰以下になるよう
粉じん （カドミウム含有塗料を使用するも な集じん施設等を有し、かつ吸引ダクトに

のに限る） よる排出措置が講じられていること

（注）基準の数値は、温度が零度であって、圧力が１気圧の状態に換算した排出ガスに含まれるカドミウムの量

悪臭に関する基準

◎悪臭防止法

当該地域は、悪臭防止法による第２種区域又は第３種区域に指定されており、下表の規制基準

が適用されます。（団地内では、都市計画法に基づく準工業地域が「第２種区域」、工業地域が「第

３種区域」となっています。（前掲「都市計画図」参照））

●規制基準（許容限度）

区 分 第２種区域（準工業地域） 第３種区域（工業地域）

敷地境界線 臭気指数１２ 臭気指数１３
排出口から発生した臭気が、地表に着地したときに敷地境界線の

気体の排出口 規制基準に適合するように、排出口の高さにより拡散式を用いて

事業場ごとに算定

１５ｍ以上 指標 ：臭気排出強度

大気拡散式：建物の影響による乱れを考慮したもの

１５ｍ未満 指標 ：臭気指数

大気拡散式：流量を測定しない簡易な方法

排 出 水 臭気指数２８ 臭気指数２９

（注）臭気指数：においのある空気（水）を無臭の空気（水）でにおいの感じられなくなるまで希釈した場合の希釈

倍数（臭気濃度）を対数で表示したもの。臭気指数＝10× log（臭気濃度）
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環境保全 （新潟県東部産業団地）

騒音、振動に関する基準

◎新潟県生活環境の保全等に関する条例、同条例施行規則

当該地域は、騒音規制法及び振動規制法の指定地域ではないことから届出は不要ですが、県条

例による騒音及び振動に関する規制基準が適用されます。

●騒音に係る規制基準 （単位：デシベル）

時 間 朝 昼 夕 夜間

区 域 午前６時～午前８時 午前８時～午後８時 午後８時～午後10時 午後10時～午前６時

第３種区域（準工業地域） ６０ ６５ ６０ ５０

第４種区域（工業地域） ６５ ７０ ６５ ６０

（注）特定工場等の敷地の境界線における許容限度（次表についても同じ）

●振動に係る規制基準 （単位：デシベル）

時 間 昼 間 夜 間

区 域 午前８時～午後８時 午後８時～午前８時

第３種区域（準工業地域）
６５ ６０

第４種区域（工業地域）

●騒音に係る特定施設 （県条例による特定施設）

施設の種類（主なもの） 摘 要

・圧延機械
・製管機械
・ベンディングマシン（ロール式のもの）
・液圧プレス（矯正プレスを除く。）
・機械プレス
・せん断機（原動機を使用するもの）

金属加工機械 ・鍛造機
・ワイヤーフォーミングマシン
・ブラスト（タンブラスト以外のものであって、密閉式のものを除く。）
・タンブラー
・研磨機（工具用を除く。）
・切断機（といしを用いるもの。）
・自動旋盤（棒材加工用のものに限る。）

圧縮機及び送風機 原動機の定格出力が3.75ｷﾛﾜｯﾄ以上のものに限る。
土石用又は鉱物用の破砕機、摩砕機、 原動機の定格出力が7.5ｷﾛﾜｯﾄ以上のものに限る。
ふるい及び分級機

繊維機械
織機（原動機を使用するものに限る。）
撚糸機

建設用資材製造機械 ・コンクリートプラント（気ほうコンクリートプラントを除き、混練
機の混練容量が0.45立方メートル以上のものに限る。）

・アスファルトプラント（混練機の混練重量が200キログラム以上
のものに限る。）

穀物用製粉機 ロール式のものであって、原動機の定格出力が7.5ｷﾛﾜｯﾄ以上のもの
に限る。

木材加工機械 ・ドラムバーカー
・チッパー
・砕木機
・帯のこ盤（原動機の定格出力が0.75ｷﾛﾜｯﾄ以上のもの。）
・丸のこ盤（原動機の定格出力が0.75ｷﾛﾜｯﾄ以上のもの。）
・かんな盤（原動機の定格出力が0.75ｷﾛﾜｯﾄ以上のもの。）
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抄紙機
印刷機械 原動機を使用するものに限る。
合成樹脂用射出成形機
鋳型造型機 ジョルト式のものに限る。

バーナー
バーナーの燃料の燃焼能力が重油換算で1時間当たり15リットル
以上のもの

電気炉
キューポラ
遠心分離機 直径が1.2メートル以上のものに限る。
コンクリート管、コンクリート
柱又はコンクリートブロック製
造機
ドラムかん洗浄機
スチームクリーナー
ポンプ 原動機の定格出力が3.75キロワット以上のものに限る。
天井走行クリーン及び門型走行 原動機の定格出力が7.5キロワット以上のものに限る。
クレーン
集じん装置

冷凍機
往復動式、ロータリー式又は遠心式のもので、原動機の定格出力が
3.75キロワット以上のものに限る。

クーリングタワー 動機の定格出力が0.75キロワット以上のものに限る。
（備考）次に掲げる施設を除く。

電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第16号に規定する電気工作物
ガス事業法（昭和29年法律第51号）第２条第13項に規定するガス工作物

●振動に係る特定施設 （県条例による特定施設）

施設の種類（主なもの） 摘 要

・圧延機械
・製管機械
・ベンディングマシン

金属加工機械
・液圧プレス
・機械プレス
・せん断機（原動機の定格出力が１ｷﾛﾜｯﾄ以上のものに限る。）
・鍛造機
・ワイヤーフォーミングマシン

圧縮機 原動機の定格出力が3.75ｷﾛﾜｯﾄ以上のものに限る。
ポンプ 原動機の定格出力が3.75キロワット以上のものに限る。
遠心分離機 直径が1.2メートル以上のものに限る。
土石用又は鉱物用の破砕機、摩砕機、
ふるい及び分級機
織機 原動機を使用するものに限る。
コンクリートブロック製造機
コンクリート管製造機械及びコ
ンクリート柱製造機械
デイーゼルエンジン又はガソリ 船舶車両の原動機として使用するものを除き、定格出力が15キロ
ンエンジン ワット以上のものに限る。
オシレーティングコンベア
合成樹脂用射出成型機
鋳型造型機 ジョルト式のものに限る。

木材加工機械
・ドラムバーカー
・チッパー（原動機の定格出力が2.2ｷﾛﾜｯﾄ以上のものに限る。）

印刷機械 原動機の定格出力が2.2ｷﾛﾜｯﾄ以上のものに限る。
ゴム練用又は合成樹脂練用 カレンダーロール機以外のもので原動機の定格出力が30ｷﾛﾜｯﾄ以上
のロール機 のものに限る。
(備考) 次に掲げる施設を除く。

電気事業法第２条第１項第１６号に規定する電気工作物

ガス事業法第２条第13項に規定するガス工作物
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環境保全 （新潟県東部産業団地）

産業廃棄物について

◎廃棄物の処理及び清掃に関する法律

企業から排出される廃棄物は、自らの責任により適正に処理していただきます。

◎ダイオキシン類対策特別措置法

火床面積0.5㎡以上又は焼却能力50kg／時以上の廃棄物焼却炉などを設置する場合は、原則と

してその60日前までに知事（新発田地域振興局長）への届出が必要です。

なお、廃棄物焼却炉である特定施設について測定を行う場合、ばいじん及び焼却灰その他燃え

殻についてもダイオキシン類濃度の測定が必要になり、排出ガスなどに排出基準が適用されます。

公害防止協議・公害防止協定について

必要に応じて、阿賀野市と公害防止協定を締結していただく場合があります。

※公害対策関係法令は、一般に「指定地域」における「特定施設」及び「規制物質」

ごとの「許容限度」を定めるという形をとっていますので、設置しようとする施設

が法令の適用を受ける施設かどうかについては、個別にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

新潟県新発田地域振興局 健康福祉環境部 環境センター
〒９５７－８５１１ 新発田市豊町３－３－２ TEL.（０２５４）２６－９０４７

阿賀野市 民生部 市民生活課 環境係
〒９５９－２０９２ 阿賀野市岡山町10－15 TEL.（０２５０）６２－２５１０
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自然災害による被害予測

阿賀野市ホームページでは、次のハザードマップ等を掲載しています。

東部産業団地については、地震の揺れの大きさが表されています。

・阿賀野市洪水避難地図

・阿賀野川洪水ハザードマップ

・津波浸水想定図

・土砂災害ハザードマップ

・地震ハザードマップ

・危険度マップ ※直下型地震等が発生した場合の建物全壊率

・液状化マップ

地 盤

東部産業団地は段丘堆積物、扇状地堆積物が複雑に分布し、礫・砂・粘土等により構

成されており、造成後の地盤高から概ね３ｍ～１２ｍでＮ値５０が確保され、良好な地

盤が形成されています。

《主なボーリング調査箇所》

自然災害・地盤 （新潟県東部産業団地）
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【お問い合わせ先】
ハザードマップについては
阿賀野市 総務部 危機管理課 危機管理係
〒９５９－２０９２ 阿賀野市岡山町１０－１５ TEL.（０２５０）２５－７１９４

ボーリング調査については
新潟県 企業局 営業企画課 企業誘致推進班

〒９５０－８５７０ 新潟市中央区新光町４－１ TEL.（０２５）２８０--５５７８

造成後の地盤高さ

Ｂー１
深度３ｍでＮ値５０

Ｃー３
深度１２ｍでＮ値５０

Ａー１
深度１２ｍでＮ値５０

自然災害・地盤 （新潟県東部産業団地）
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新潟県は北陸地方に位置し、その気象の特徴は次のとおりです。

◇春から梅雨入り（北陸地方の平年は６月１０日頃）までは天気の良い日が続きます。

◇梅雨明け（北陸地方の平年は７月２２日頃）後は、晴れて暑い日が９月まで続きます。

◇１１月には、「時雨（しぐれ）」と呼ばれるぐずついた天気となります。

◇１２月下旬から翌年の２月にかけては、雪が降って寒い日が続きます。

また、新潟県は豪雪県と言われていますが、その原因は、県境が高い山に囲まれ、日

本海に面しているという地形の影響です。冬の季節風により、積雪は山沿いや山間部で

多くなりますが、海岸平野部ではかなり少なくなっています。最近の阿賀野市における

積雪深は０～１０ｃｍ程度の日がほとんどです。

（以上、阿賀野市役所より）

東部産業団地は平野部にあり、また、冬期の除雪体制も整っているため、経済活動に

支障はありません。

なお、建築基準法施行令により当該地域の積雪荷重は１３０ｃｍと定められています。

気 象 （新潟県東部産業団地）
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

東部産業団地 1.9 2.3 6.2 11.5 17.7 20.3 25.1 25.9 21.6 16.1 10.0 5.3
東京 5.6 6.5 10.2 15.0 20.2 22.1 26.3 27.3 23.6 18.5 12.9 8.3
名古屋 4.9 5.9 10.0 15.3 20.5 22.8 27.4 28.7 24.4 19.0 13.1 8.0
大阪 6.1 6.7 10.5 15.9 21.0 23.2 28.0 29.2 24.8 19.6 14.0 9.1
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単位℃ 月別平均気温（2015～2019年平均値）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

東部産業団地 198.1 111.1 99.3 118.2 89.2 93.0 191.5 164.3 140.3 138.2 167.7 224.0
東京 53.6 39.3 124.0 114.2 112.1 171.4 139.4 171.1 312.4 255.2 109.0 60.4
名古屋 50.2 44.3 121.3 167.5 141.4 182.6 219.7 194.0 214.5 221.4 64.9 66.5
大阪 53.4 44.5 104.8 111.1 131.1 198.8 200.7 145.3 185.4 150.1 54.2 70.2

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0
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350.0

単位：㎜ 月別降水量（2015～2019年平均値）

気 象 （新潟県東部産業団地）
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気 象 （新潟県東部産業団地）

(注)東部産業団地の気象データ(日照時間を除き)は、阿賀野市消防署（阿賀野市安野町）のものを利用

なお、日照時間は、近隣地の新潟市秋葉区のもの利用

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

東部産業団地 48.6 77.4 148.3 173.5 239.9 183.9 184.6 206.6 139.8 124.7 96.7 62.6
東京 207.7 165.2 184.3 178.7 218.2 145.6 164.6 156.6 110.3 129.5 147.2 168.1
名古屋 185.7 178.3 215.0 191.7 233.7 174.8 168.9 208.4 143.2 164.7 174.6 166.7
大阪 154.3 152.3 190.8 189.5 239.4 174.0 187.8 230.5 142.8 163.8 162.1 149.6
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単位：時間 月別日照時間（2015～2019年平均値）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

東部産業団地 4.1 4.0 3.6 3.4 3.3 2.9 2.3 2.5 2.6 3.0 3.1 4.0
東京 2.8 2.9 2.9 3.3 3.2 3.0 3.0 3.0 2.7 2.7 2.4 2.5
名古屋 3.2 3.3 3.4 3.3 3.1 3.0 2.8 3.0 2.8 2.9 2.7 3.0
大阪 2.3 2.4 2.5 2.5 2.4 2.5 2.4 2.6 2.5 2.5 2.0 2.2
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2.0
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単位：ｍ／ｓ 月別平均風速（2015～2019年平均値）
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気 象 （新潟県東部産業団地）

月別降雪量（２０１５～２０１９年） 単位：ｃｍ

１月 ２月 ３月 4月 12月 年間計

2015 304

2016 428

2017 ※月別データ 未発表 423

2018 606

2019 93

5年平均 371

月別最深積雪量（２０15～２０１9年） 単位：ｃｍ

１月 ２月 ３月 ４月 １２月

2015 25 9 16 0 0

2016 73 50 2 0 20

2017 79 17 4 0 25

2018 58 70 0 0 3

2019 22 14 0 0 1

5年平均 51 32 2 0 10

月別最多風向（２０15～２０１9年）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

2015 西北西 南 西 北 北北東 北北東 北北東 北北東 南南西 南 南南西 北

2016 南南西 南南西 南南西 北北東 北北東 北北東 北北東 北東 南南西 西南西 南南西 北

2017 南南西 南南西 南南西 南南西 北 北 北 南南西 南南西 南南西 南南西 南南西

2018 南 南南西 北 西南西 南南西 北 南南西 南南西 南南西 南南西 南南西 南南西

2019 南南西 南南西 南南西 南南西 北北東 北 南 南南西 南南西 南南西 南南西 南南西

年別最大瞬間風速（２０15～２０１9年） 単位：m/s
東部産業団地 東京 名古屋 大阪

月 風速 月 風速 月 風速 月 風速

2015 8月 40.3 12月 22.0 10月 30.1 10月 19.7

2016 4月 39.0 4月 28.8 4月 22.3 4月 20.7

2017 4月 32.0 10月 29.9 9月 30.8 4月 20.3

2018 9月 34.6 10月 39.3 9月 36.7 9月 47.4

2019 6月 30.9 10月 41.5 8月 22.8 9月 18.2

(注)東部産業団地の気象データは、阿賀野市消防署（阿賀野市安野町）のものを利用

参考ＵＲＬ

気象庁ホームページ「過去の気象データ検索」

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php


